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アワビ・ウニの餌料対策について 
ね ら い： アワビ・ウニの餌料海藻を安定して生育させるための漁場管理手法の

確立を目的として、ウニ除去による海藻群落造成を試みる。 

成果の特徴： ①漁場（50ｍ×50ｍ）からのウニ除去により、コンブやワカメ等の餌

料海藻群落の造成が実証できた（図１～図４）。 

②ウニ類の生息量の推移から見たウニ除去効果の持続期間は、浅場

（田老地区大規模増殖場の離岸潜堤の岸側）でおよそ 10 ヶ月、深場

（同、沖側）で 19 ヶ月超であった（図５～図６）。 

③ウニ除去処理は、その漁場に生息するウニ類の生殖巣指数の向上に

も有効であった（図７）。 

成果の活用面： アワビ、ウニの主要餌料であり、これらの漁獲量に大きな影響をあた

える大型海藻を漁場に安定して生育させることが可能となる。これに

より、アワビ、ウニの漁獲量の安定・増大が期待される。 

 
［具体的データ］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 2005 年 6 月の大型海藻の現存量 図２ 2005 年 6 月の大型海藻の生育状況

図３ 2006 年 7 月の大型海藻の現存量 図４ 2006 年 7 月の大型海藻の生育状況
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図１ 2005 年６月の大型海藻の現存量 図２ 2005 年 6 月の大型海藻の生育状況 

図３ 2006 年７月の大型海藻の現存量 図４ 2006 年７月の大型海藻の生育状況 
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図５ 浅場におけるウニ類の生息量の推移 図６ 深場におけるウニ類の生息量の推移 

図７ キタムラサキウニの生殖巣指数 
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図５ 浅場におけるウニ類の生息量の推移 図６ 深場におけるウニ類の生息量の推移 

図７ キタムラサキウニの生殖腺指数 


